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海底地震計を用いた駿河トラフ付近の地震観測（序報）
Earthquake Observation in the Suruga Trough Using Ocean bottom Seismographs-Preliminary
Report-
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東海大学と気象研究所では，2011年 10月から駿河トラフ中軸部付近で自己浮上式海底地震計を用いた地震観測を開
始した．海底地震計は，20トンクラスの作業船を用い，3ヶ月ごとに設置回収を繰り返す．海底地震計を設置した海域で
は，2009年にM6.5の地震，2011年にM6.1の地震が発生した．これらの地震が発生した当時は，東海地震の発生に関
する懸念がなされた．その結果，沈み込むフィリピン海プレート内で発生した地震であると結論づけられたものの，そ
もそもこの海域で発生する地震の震源を決める地震観測網は海域から遠く，そのため，震源決定精度に疑問がある．

2012年 01月から 07月までの観測は，海底地震計の観測点が 1点ではあるものの以下の特徴が見いだされた．
（１）この期間に OBSで得られた地震は 11539個におよんだ．
（２）これらの地震の S-P time頻度分布では，5sec以下の地震が半分を占め，1秒以下の地震は 10％に及んだ．
（３） S-P timeが 1秒以下の地震は，設置場所から推定するとフィリピン海プレートの沈み込みに伴う地震と推定す

ることもできる．
2012年 08月からの観測では，OBSを 3箇所に設置した．本発表では，駿河湾の地震活動について議論を行うもので

ある．
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